
無
戸
籍
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
各
種

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
困
っ

て
い
る
人
は
、
法
務
局
や
町
の
戸
籍
担
当
窓

口
、
ま
た
は
福
岡
県
弁
護
士
会
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
を

知
っ
て
い
る
人
も
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
で
き
る
か
を
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）。

▽
相
談
窓
口

①�

福
岡
法
務
局
戸
籍
課
（
☎
０
９
２
‐
７
２

１
‐
９
３
３
４
）

　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

②�

福
岡
県
弁
護
士
会
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
０
９
２
‐
７
５
２
‐
１
３
３
１
）

　
土
曜
日
・
午
後
０
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

③�

芦
屋
町
役
場
住
民
課
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
法
務
局
戸
籍
課
（
☎

０
９
２
‐
７
２
１
‐
９
３
３
４
）

「
災
害
へ
の
備
え
」

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

　
日
本
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
時
に
予
想
さ
れ
る
被
害
や

救
助
活
動
、
避
難
生
活
な
ど
の
課
題
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
い
の
ち
を
守
る

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
地
域
に
密
着
し
た
形
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
自
治
区
、
小
学
校
区
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
団
体
（
個
人
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
）

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
日
本
赤
十
字

社
福
岡
県
支
部
事
業
課
救
護・福
祉
係
（
☎

０
９
２
‐
５
２
３
‐
１
１
７
２
）
平
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　

あ
な
た
の
持
つ
資
格
を
生
か
し
て
、
介
護

分
野
に
再
就
職
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
【
福
岡
地
区
】
12
月
10
日
金
、【
北

九
州
地
区
】
12
月
14
日
火

※
い
ず
れ
も
午
前
11
時
～
午
後
４
時

※
正
午
～
午
後
１
時
は
昼
食
休
憩

▽�

と
こ
ろ
《
福
岡
地
区
》
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
（
春
日
市
原
町
）、《
北
九
州
地
区
》
Ｋ

Ｍ
Ｍ
ビ
ル
（
小
倉
北
区
浅
野
）

▽
内
容　
介
護
技
術
の
復
習
（
講
義
・
実
技
）

▽�

対
象　
介
護
福
祉
士
か
介
護
関
係
研
修
課

程
修
了
者
で
、
現
在
介
護

分
野
に
就
業
し
て
い
な
い
人

▽
定
員　
20
人

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
‐
５
８

４
‐
３
３
１
０
）

放
送
大
学
大
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
幅
広
い

年
代
や
職
業
の
人
た
ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■�

10
代
～
90
代
の
幅
広
い
世
代
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

■�
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で
な
く
、
授
業

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■�

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得
で
き
ま
す
。

■�

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は
１
万
１
０

０
０
円
（
入
学
金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学

ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ

ム
で
す
。

■
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■�

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
言
え
る
学
習

セ
ン
タ
ー
・
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■�

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

▽�

出
願
期
限　
【
第
１
回
】
２
月
28
日
🈷
、【
第

２
回
】
３
月
15
日
火

▽�

問
い
合
わ
せ　
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
２
‐
５
８
５
‐
３
０
３
３
）

ま
た
は
放
送
大
学
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
（
☎
６
４
５
‐
３
２
０
１
）

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

■
就
業
支
援
講
習

�「
パ
ソ
コ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
養
成
科
」

▽�

と
き　
１
月
６
日
木
～
２
月
28
日
月
・
期

間
中
全
15
回

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
行
橋
総
合
庁
舎
（
行
橋

市
中
央
）

▽�

定
員　
10
人
（
事
前
予
約
制
の
託
児
あ
り
）

▽��

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
な
ど
８
０
０
０

円
は
自
己
負
担
）

▽�

申
込
期
限　
12
月
16
日
木

▽�

問
い
合
わ
せ　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
４
８
‐
２
１
‐
０
３
９
０
）

みんなの

ひろば

ホームページ

ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

高た
か
に
し

西
風
や
烏
の
屍し

と
も
藻
屑
と
も

�

池
田
千
恵
子

浜
菊
や
狭
き
階

き
ざ
は
し一
人
づ
つ

�

花
田
八
代
美

行
き
止
ま
る
道
と
は
知
ら
ず
つ
づ
れ
さ
せ

�

小
川　
雪
野

流
木
は
浪
に
か
へ
ら
ず
雁
渡
し

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

濡
れ
縁
に
風
の
運
び
し
こ
ぼ
れ
萩

�

田
尾
三
千
枝

手
の
平
の
零む

か

ご
余
子
一
粒
地
に
戻
す

�

縄
田　
惠
子

黒
板
に
イ
エ
ス
の
訓
小
鳥
来
る

�

仲
山
ク
ニ
子

故
郷
は
父
母
の
墓
の
み
虚み

な
し栗

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

二
階
家
の
壊
さ
れ
て
よ
り
我
が
家
に

風
や
日
差
し
の
強
く
当
た
り
来

�

田
中
勢
津
子

き
り
ぎ
り
す
鳴
き
秋
来
ぬ
と
思
え
ど
も

昼
間
は
夏
の
暑
さ
の
続
く

�

榎
枝　
千
恵

奥
入
瀬
へ
夫
と
行
き
た
る
遠
き
日
の

ブ
ナ
の
黄
葉
今
に
わ
す
れ
ず

�

後
藤　
征
子

皮
む
き
を
夫
に
手
助
け
し
て
も
ら
い

年
一
度
だ
け
炊
く
栗
御
飯

�

麻
生　
清
子

【一般書】
塞
さいおう
王の楯

たて
今村　翔吾� 著

失われた岬 篠田　節子� 著
ビタートラップ 月村　了衛� 著
就活ザムライの大誤算 安藤　祐介� 著

【児童書】
マイブラザー 草野　たき� 作
クリスマス・ピッグ J.K. ローリング� 作
わたしたちの森 ジアナ・マリノ� 作
コールテンくんのクリスマス ドン・フリーマン�作
ほんやねこ 石川　えりこ� 作

星を掬
す く

う
�����町田　そのこ　著��
　ラジオ番組の賞金ほし

さに、ある夏の思い出を
投稿した千鶴。それを聞
いて連絡してきたのは、自
分を捨てた母の「娘」だと
名乗る恵真だった。この後、
母・聖子と再会し同居する
ことになった千鶴だが、記
憶と全く違う母の姿を見
ることになって――。

と　き 　　出　演・催　し　　
1 日水 赤ちゃんおはなし会たっち
11 日土 お話しポケット
12 日日 にじの会
18 日土 おはなしトントン
26 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや・多目的室

　図書館は、年末年始は休館です。
　そこで、通常 10 冊までの貸出冊数
を無制限とします。
　この機会に、長編小説や全集、絵本
などたくさん借りて読書を楽しんでみませんか。△ �

期間　12月 14 日火～ 28日火、1月 4日火～ 10
日月
※1月11日火～21日金は蔵書点検のため休館です。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�６日月、13日月、20日月、23日木、
27日月、29日水～ 31日金

　　　　　【年始】1月１日土～３日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 12月

定例おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊

　12月12日日午後2時より、「ももた
ろうからのてがみ」の作者�原賀いずみ
さんの講演会を行います (図書館カウ
ンターまたは電話で事前申込先着順 )。
　併せて、ギャラリーあしやで行った
原賀いずみさんの原画展を、図書館に
場所を移して開催します。絵本と原画の色や風合い
の違いを楽しんでください。△

期間　11月 26日金～12月19日日

貸出冊数無制限

図書館講演会と絵本原画展
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